
正 誤 表

『俸給関係質疑応答集 第11次全訂版』に次の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

■１３２，１３３頁の

７ 「６分の１」計算の方法 「答」のうち，表までの部分は次のようになります。

答 平成25年１月１日の昇給を例にとると， 評価終了日以前１年間におけるいわゆる要勤

務日数（当該１年間の暦日数から勤務時間法第６条第１項に規定する週休日並びに給与法第15

条に規定する祝日法による休日等及び年末年始の休日等を除いた日数）は次表に示すとおり

245日となり，その６分の１に相当する日数（１日未満の端数があるときは，切り上げる）は

41日，２分の１に相当する日数は 123日となる。

したがって，この期間において私傷病による病気休暇等，給実甲第326号第37条関係第12項に

規定する事由以外の事由により勤務しなかった日数が 41日以上となれば規則９―８第37条第

４項第１号により昇給区分Ｄに， 123日以上となれば同項第２号により昇給区分Ｅに決定さ

れることとなる。

なお，この場合に時間単位で認められた病気休暇等を日に換算するときは，７時間45分をも

って１日とし，換算の結果を合計した後に１日未満の端数を生じたときは，これを切り捨てる

こととされている（給実甲第326号第37条関係第13項参照）。

日数

年
１ ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 12月 計

暦 日 31 29 31 30 30 3 1 30 31 30 31 366

週 休 日 9 8 9 9 9 8 10 8 8 10 105

休 日 等 3 0 1 2 0 1 0 1 1 2 13

要 19 21 21 20 21 21 21 23 19 22 21 48

年・月

日数

23年
10月 11月 12月

24年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計

暦 日 31 30 31 31 29 31 30 31 30 31 31 30 366

週 休 日 10 8 9 9 8 9 9 8 9 9 8 10 106

休 日 等 1 2 3 3 0 1 1 2 0 1 0 1 15

要勤務日 20 20 19 19 21 21 20 21 21 21 23 19 245

■２６９頁，下から８行目の，「交替制勤務者等と同様，」を削除してください。
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